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緒言
チューリ y プ‘GoldenHarvest'は， Multiftowered系統のものを除く他の大多数の品
種と同様に，通常 1 茎に 1 花しかっけないが，年によって大球では花茎が上部で 2~5 本
に分枝して，それぞれの分校の頂端に花をつける個体がかなり生ずる.この分枝現象は枝
咲き といわれp オランダではみられなし、が9) わが国では問題になっている.枝咲きの発
生が夏の涼しいオランダでみられないこと，また，わが国でも発生率が年によりかなり変
動することなどから 3 環境要因とくに夏の高温・ 多湿が枝咲き発生に大きな影響を及ぼし
ているのではないかと従来からいわれてきた6)7) 著者の1人青葉は，枝咲きの誘起には掘
り上げ期までの地温 ・気温や掘り上げ直後の条件の影響が大きし貯蔵初期の高温条件が
これらに相加されて枝咲きを誘起するらしいことを前報1)で示した.
本報では，校咲き発生を助長する要因とされている球根の大きいこ と7)9)や球根の高温
貯蔵1)引に関して，それらの要因の影響がどのような場合にあらわれやすいのかについて検
討した.また，植物生長調節物質と枝咲き発生との関係や球根生産栽培での施肥条件と生
産球の枝咲き発生との関係などについても検討した.本報はこれらの検討により‘Golden
Harvest'の枝咲き発生に影響を及ぼす要因の種類とそれらの作用様式とを明らかにしよ
うとしたものである.
材料及び方法
実験には山形大学農学部実験畑(普通畑)か山形県砂丘地農業試験場(酒田市)の砂丘
畑で生産された球根を供試した.
実験 1 球根の大きさが枝咲き発生に及ぼす影響
1972年度実験においては， 6月上旬掘り上げの普通畑(壌土ないしそれに近い土壌の畑)
* 現在，埼玉県入間市.Present Address : Iruma City， Saitama Prefecture. 
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産の球根と 6月中旬掘 り上げの砂丘畑産の球根を供試した 球根を掘り上げ後水洗 ・消毒
し，風乾後10月下旬まで室内で貯蔵した.植え付けに先立って第1表に示すように球根を
大きさ別に 3 ~ 5 段階に選別 した.枝咲きの調査は，球根を10月下旬に畑に植え付けて栽
培し，翌春の開花期に行った.他の実験でも枝咲きの調査は同様に行った
1974年度実験においては 7月上旬掘り上げの普通畑産の球根を供試し，1972年度実験
と同様に行った
実験 2 球根の高温処理時期と処理温度が枝咲き発生に及ぼす影響
1972年度実験においては 6月上旬掘り上げの普通畑産の1個重が20g以上の球根(平
均重26.5g)を供試した球根の高温処理期間以外の貯蔵温度は20"Cとし高温処理は第
2表に示す期間中球根を室温貯蔵することによって行った.高温処理の開始時と終了時に
それぞれ 4 ~6 個の球根を解剖して花芽分化段階を調査した.
1974年度実験においては 7月上旬掘り上げの普通畑産の 1個重が21g以上の球根(平
均重28.8g)を供試した.7月14日から10月17日まで温度処理期間以外は球根を20"Cで貯
蔵 し高温処理は恒温器を用いて，第 2 表に示す期間中行なった.温度処理開始時に12~13
個の球根を解剖して花芽分化段階を調査した.
実験 3 球根に対する植物生長調節物質処理が枝咲き発生に及ぽす影響
実験年度，球根生産畑の種類，球根の掘 り上げ時期，球根の大きさ，供試した植物生長
調節物質の種類と濃度，処理時期，調査した個体数などを第 3表に示した.球根を処理液
に1昼夜浸潰し，その後球根を風乾して10月中 ・下旬まで室内で貯蔵した.球根を処理液
に浸潰する直前に外皮を完全にはぎ，処理液が短縮茎底部の外皮をはいだ傷口から浸透し
やすいよ うにした.ただし，1971年度実験で、は外皮をはがなかった.
実験 4 球根生産栽培での施肥量が収穫球棋の枝咲き発生に及ぼす影響
1977年10月5日に，普通畑に炭酸カルシウムと ょうりんをそれぞれ1a当たり約 10kg
ずつ全面施肥し同日にうね立て後3等球の種球を15x15cmの間隔で植え付けた.球根
の植え付け後，複合燐加苦土安1号(成分量 :N， P 205' K20，各11%;MgO， 4%)をうね
の表面に散布し， 土と浅く混和した.この化成肥料の 1a当たりの施用量は，多量基肥区
が N，P 205' K20，とも各2.0kg，標準量基肥区が各0.6kgになるようにした.追肥を行
う区には翌年の3月29日に尿素複合液肥2号(成分量 :N， 10%; P205， 4%; K20， 8%) 
を1a当たり N，P205， K20成分がそれぞれ 1.7，0.7， 1.4 kgになるように施用した. 6月
24日に球根を掘り上げ， 10月まで室内で貯蔵した. 1個重が25g以上の球根の枝咲き発生
率を調査した.
結 果
球根の大きさと枝咲き発生
普通畑産の球根では， 1972年度及び1974年度実験とも球根1個重が約15gより小さい球
根には校咲きがほとんど発生せず，それより大きい場合には発生しある程度の大きさま
では球根が大きくなるほど発生率の高くなる傾向が認められた(第1表).
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第1表球根の大きさが枝咲き発生に及ぼす影響(実験1) 
球根 1個重
枝咲き(%発)生中市* 調査球根数実験年度 球根生産畑
平均 (g)範囲 (g)
1972年 普通畑 20以上 26.3 38 35 
15~20 16.5 23 45 
1O~15 1.3 4 47 
5~10 6.9 4 50 
砂丘焔 ( 2等球) 23.5 。 15 
( 3等球) 19.8 。 25 
( 4等球) 15.0 。 23 
1974年 普通畑 40~50 44.2 37 27 
30~35 32.2 50 26 
20~25 22.6 30 27 
11~14 12.1 5 41 
6~ 9 8.0 。 48 
*(校咲き球根数/調査球根数)x100%. 
実験1に供試した球根の等級と球重との関係は以下のとおりであった.特等球(球周13
cm以上)は平均して 37g， 1 等球 (12~13 cm) は球重の範囲が 26~30g， 2 等球 (ll~
12 cm) は 21~24g， 3 等球 (10~ 1l cm) は16~19g であった. したがって普通畑産の球
根の等級と枝咲き発生率との関係を述べれば以下のようになる. 4等球以下の球根では枝
咲きがほとんど発生せず，特等球~3 等球の間では上位の等級の球根ほど枝咲き発生率が
高くなったが，特等球以上の特大球のあいだでは球根がより大きくなると枝咲き発生率が
やや低下する傾向が認められた.なお，砂丘畑産の球根では 2及び3等球にも枝咲きが
全く発生しなかった.
高温処理時期と枝咲き発生
1972年度実験では 7 月 2 日 ~7 月 27 日 室温区と 6 月 7 日~1O月 26 日室温区の校咲き発
生率が高かった(第2表).すなわち20"Cで貯蔵しておいた球根を7月2日から 7月27日ま
で平均26'Cの室温にさらした場合には枝咲き発生率が高くなったが 7月27日から8月21
日まで平均27'Cの室温にさらした場合には枝咲き発生率が高くならず，全期間20'C貯蔵し
た球根の発生率と差がなかった.なお 6 月 7 日 ~ 7 月 2 日室温区はこの期間の平均室温
が22'Cで，日較差も平均2.4'Cであったので， この区の温度条件は全期間20'C貯歳区とほ
とんど同じであったと思われるが，この区の枝咲き発生率は全期間20'C貯蔵区よりやや低
かった.
球根の高温処理によって枝咲き発生の助長された 7 月 2 日 ~7 月 27 日室温区では，高温
処理開始時の 7月2日には球根の 8割がまだ花芽未分化であった.これに対して，高温処
理の影響がみられなかった 7 月 27 日 ~8 月 21 日室温区は処理開始時の 7 月 27 日には球根の
8割に心皮原基の分化が認められた(第2表).すなわち 7月27日には花芽分化がほとんど
終了していた.
1974年度実験ではル 7月14日から8月8日まで球根を25'C以上の温度で処理した場合に
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第 2表 球根の高温処理時期と処理温度が枝咲き発生に及ぼす影響(実験2)
実験年度 処理温度要咲き調査温度処理開始[終了〕時の花芽分化段階*
先生率
温度処理期間 ('C ) 寸%) 球根数 1 m N V VI VI 
1972年
6 月 7 日 ~7 月 2 日室温(平均22) 9 
7 月 2 日 ~7 月 27 日室温(平均26) 44 
7 月 27 日 ~8 月 21 日室温(平均27) 22 
6 月 7 日 ~10月 26 日室温 38 
〕〕??ヮ?〔〔
??
???〔〕??〔? ????
??
???
? ???
1(1) 4(4) 
6 月 7 日 ~10月 26 日 20
1974年
7 月 14 日 ~8 月 8 日 30 14 
7 月 14 日 ~8 月 8 日 25 21 
7 月 14 日 ~8 月 8 日室温(平均27) 17 
20 
ヮ ???????????
???
2 1 
7 月 30 日 ~8 月 24 日 30 0 27 12 
7 月 30 日 ~8 月 24 日 25 3 30 
7 月 30 日 ~8 月 24 日室温(平均28) 4 25 
7 月 14 日 ~10月 17B 20 4 27 
1972年度は6月7日以後， 1974年度は7月14日以後，球根を温度処理期間以外は200Cで貯蔵.
*温度処理開始時に球根がどの花芽分化段階にあるのかを球根数で示す.( )内の数値は温度処
理終了時の球根数を示す. 1 :未分化，茎頂は flatである. 11:分化開始期，茎頂は dome-
shapedになる.皿:外花被分化期. N:内花被分化期. V:外雄ずい分化期. VI:内雄ずい分
化期.VI:心皮分化期，心皮原基が分化すれば花芽分化終了とする.
は校咲きが発生し， 7月14日から200Cで貯蔵しておいた球根を7月30日から8月24日まで
同様な温度処理をした場合には校咲きがほとんど発生しなかった.7月14日における球根
の花芽分化段階をみると 8割の球根が花芽分化開始期前後にあったが 7月14日から20
℃で貯蔵しておいた球根の7月30日の調査ではp 全球根が花芽分化を終了していた.
両年度の実験結果から，校咲きの発生が助長されるためには，頂花の分化段階として未
分化から分化開始期頃にある球根が高温処理される必要のあることが示された.
処理温度と枝咲き発生
1972年度実験では平均260Cの室温処理で枝咲き発生が助長され， 1974年度実験では250C
処理で枝咲き発生が助長され，その発生率は300C処理の場合より高い傾向を示した
‘Golden Harvest'の枝咲き発生はこれまで球恨の高温貯蔵が原因であるといわれてきた
がυ6) 前報1)の実験では室温処理区の枝咲き発生率が30"C処理区のものより高い場合が認
められ，また35"C処理区には枝咲きの発生が全く認められなかった.枝咲きの発生を助長
する適温は25"Cから30?C未満の温度域にあるようにみられる.
植物生長調節物質と枝咲き発生
球根に対する植物生長調節物質処理を頂花の花芽分化段階が未分化から分化開始期噴に
行ったところ，ベンジルアデニン (BA)に枝咲き発生の助長作用が認められた.すなわち
BA処理は 1969年度 ・1972年度l・1972年度E・1974年度の 4実験で枝咲き発生を助長し
568 
チューリップ 'GoldenHarvest'の枝咲き発生に影響を及ぼす要因一一』高樹 ・青葉 213 
第3表 球根に対する植物生長調節物質処理が枝咲き発生に及ぼす影響(実験3)
実験年度球根掘り 球根 1個重 植物生長調節物質校咲率調 査
処理時期 濃(p 発生球根生産畑上げ時期範閤 (g) 平均 (g) 種類 pz (%) 球根数
1969年 6月上旬 24~30 27 6月30日水 5 20 
砂丘畑 BA 50 77 13 
1971年 6月中旬 ( 1等球) 30 6月29日水 13 15 
砂丘畑 BA 50 14 21 
NAA 100 12 17 
GA 100 27 11 
1972年 I 6月中旬 ( 2等球) 24 6月23日水 。 15 
砂丘畑 BA 50 21 19 
エスレノレ 480 。 17 
GA 200 14 21 
1972年E 6月中旬 ( 4等球) 16 6月24日水 。 20 
砂丘畑 BA 50 24 29 
NAA 200 。 17 
TIBA 10 。 16 
MH 300 。 16 
1974年 7月上旬 14~21 17 7月14日水 7 30 
普通畑 BA 60 41 22 
エスレノレ 500 4 27 
GA 200 10 29 
BA:ベンジノレアデニン.GA:ジベレリン(GAa).NAA: a-ナフタレン酢酸カリウム.TIBA: 
2， 3， 5ー トリヨード安息香酸.MH:マレイン酸ヒドラジッド.BA， NAA， TIBAは純品試薬を，
GA，エスレノレ，MHは市販農薬ないしその供試品を水に溶解して用いた.
た(第3表).なお， 1971年度実験では水処理と差がなかった.この年度の実験のみ球根の
外皮をはがさずに処理液に浸潰したため薬剤が球根内部に浸透しにくかったのかもしれな
L 、-
αー ナブタレン酢酸カリウム (NAA)，ジベレリン (GA)，エスレル， 2， 3， 5-トリヨード安
息香酸 (TIBA)及びマレイン酸ヒドラジッド (MH)などの処理の校咲き発生に及ぼす影
響は特に認められなかった.
施肥量と収穫球根重
基肥量を標準より多く施用した区(多量基肥 ・追肥区)と追肥を施用しなかった区(標
準量基肥・無追肥区)の収穫球根重は標準量基肥・追肥区のそれより約2割低かった(第
4表).球根生産にとっては，多量基肥・ 追肥区では基肥量が過剰で，標準量基肥 ・無追肥
区では春の肥料分が不足であったものとみられる.
施肥量と枝咲き発生
枝咲き発生率は基肥量を多く施用した区の球根を用いた場合には高くなり，無追肥区の
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第4表 球根生産栽培の施肥量が収穫球根の枝咲き発生に及ぼす影響(実験4)
収穫球根重 収穫球根の枝咲き発生率
施 肥 法* 発生率 調平均査球重根(料g)の(gl株) (%) 調査球根数
多量基肥 ・追肥 51.5 100 32.4 13 
標準量基肥・追肥 65.9 83 34.5 12 
標準量基肥 ・無追肥 54.1 38 33.5 13 
ホ1977年10月5日植付け， 1978年3月29日追肥 6月24日掘り上げ.
料 1個重が25g以上の球根を調査.
球根を用いた場合には著しく低下した(第4表).すなわち肥料分が多い区の球根では発生
率が高く，少ない区の球根で、は発生率が低かった.
考 察
枝咲き発生要因
チュ ーリッ プ‘GoldenHarvest'の校咲きは遺伝的な品種特性とみられるが，その性質
の発現には種々の要因が関与しているようであり，それらの要因のうち比較的影響の大き
いものとして下記の4種類が認められる.第lの要因は球根の大きさでp 通常3等球以上
の大きさの球根で枝咲きの発生がみられ，大きい球根ほど枝咲きが発生しやすい傾向があ
る.なお他の要因が枝咲き発生に不適な場合には3等球以上の大きな球根でも枝咲きの発
生がみられないことがある 第2の要因は花芽分化段階が米分化から分化開始期頃にある
球根の貯蔵温度でp この分化段階の球根が25.Cから30.C未満のやや高温の条件下に一定期
間(3週間あれば十分)おかれると枝咲きの発生が助長される.頂花の花芽分化がほとん
ど終了した球根では温度の影響は全くあらわれない.また30t:以上の高温では発生助長作
用が弱くなる 第3の要因は球根生産栽培の肥料条件で，肥料分が多い場合には生産球に
枝咲きが発生しやすく，少ない場合には発生しにくい.第4の要因として外部施用のサイ
トカイニンがあげられる.サイトカイニンを花芽分化段階が未分化から分化開始期頃にあ
る球根に処理すると校咲きの発生が助長される.通常校咲きのみられない4等球にも校咲
きが発生したのでP サイトカイニンの校咲き発生誘起作用はかなり強い.
砂丘畑産の球根では普通畑産の球根より校咲きの発生がかなり少なかった.これは，砂
丘畑産の球根の花芽分化期が早く 3)7)8)球根の貯蔵温度(室温)が平均25.C以上に上昇す
る前に枝咲き花の分化可能な段階がすぎてしまうことが多いためと考えられる.また砂丘
畑では肥料分の溶脱が激しいので，肥料分の少なくなることも多いと考えられるが2)5)そ
の場合には前述の第3要因により枝咲き発生率が低水準にとどまることが考えられるー
遅掘り した球根の校咲き発生率が高くなることもあるが1)他の年度には逆の結果がで
ており(未発表)，掘り上げ時期の早晩の影響ははっきりしなL、，
年度によって枝咲き発生率にかなりの変動がみられた.地温・気温・降水量 ・土壌肥料
条件などの環境条件は年度によってかなり異なることがあるが，これらの環境条件は前述
の第2及び第3の要因に関係している.つまり，枝咲き発生率の年変動は第2及び第3の
要因で大体説明可能と思われる.
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校咲き発生の機嫌
前報1)で‘GoldenHarvest'の校咲きは形態的には主茎に側花(枝咲き花)の分化が誘起
される結果生じることを認めた.チューリップでは大球や窒素が十分に施用された栽培で
生産された球根はノーズの生長が一般におう盛であるといわれているが4)8) 'Golden 
Harvest'の枝咲きは大球や多肥栽培で生産された球根で発生率が高かった.ノーズの生長
がおう盛な球根では枝咲き花が分化しやすいものと考えられる.
花芽分化を開始したチューリップ球根が高温にさらされると花芽分化の進行が通常抑制j
される 7) 側花の分化能力を潜在的にもった‘GoldenHarvest'の球根が頂花の花芽分化段
階の未分化から分化開始期噴に高温貯蔵されると枝咲き花の分化する率が高くなった.こ
の高温による側花分化促進効果は，頂花分化の進行抑制によって頂部優勢抑制状態が誘起
された結果生じたものと考えられる.なお，貯蔵温度が高すぎると枝咲き発生が少なくな
ったがp これは極端な高温には側花の分化を抑制する作用があるからであろう.
グラジオラス球根にサイトカイニンを処理すると球根の頂部優勢が消失するが10)
‘Golden Harvest'の場合のサイトカイニン処理による枝咲き発生促進効果もサイトカイ
ニンの頂部優勢抑制作用によるものと考えられる.
摘 要
チューリップ‘GoldenHarvest'の枝咲き発生に影響を及ぼす要因として以下の 4種類
が認められた. (1)球根の大きさ.他の要因が校咲き発生に適していた場合には，球根の 1
個重が約15g以上になると一部の球根に枝咲きの発生がみられ，大きい球根ほど発生率の
高くなる傾向がみられた.ただし球根が極めて大きくなると，発生率のやや低下する傾向
がみられた.(2)花芽分化段階が未分化から分化開始期頃にある球根の貯蔵温度.この分化
段階にある球根が25.Cから30'C未満の温度で3週間貯蔵されると校咲きの発生が助長され
た.貯蔵温度が30"Cの場合には発生助長作用がやや劣った.また花芽分化がほとんど終了
した球根で、は高温の枝咲き発生助長作用は認められなかった.(3)球根生産栽培での施肥
量.多肥栽培で生産された球根は枝咲き発生率が高く，少肥栽培で生産された球根は発生
率が低かった.(4)花芽分化段階が未分化から分化開始期頃にある球根に対するサイトカイ
ニン処理.50ppmのベンジルアデニン水溶液に外皮を除去した球根を 1昼夜浸漬すると，
枝咲きの発生が著しく助長された.
枝咲き発生率の年による変動や砂丘畑で生産された球根の発生率が普通畑で生産された
球根のものに比べて通常低いことなどは上記の (2)と(3)の要因の影響によるものと思われ
た.
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Summary 
The following four factors affected the development of the ftower branching 
from a main stem in tulip ‘Golden Harvest'. (1) Size of bulbs. Some of bulbs 
having weights of about 15 grams or more induced the ftower branching if the 
other factors facilitated the ftower branching. The ftower branching rate increased 
as bulb weights increased. But oversize bulbs a small quantity decreased its rate 
as bulb weights increased. (2) Storage temperature of the bulbs just before or 
just after started ftower formation. The ftower branching was promoted when such 
bulbs were stored at 25 ocor more but below 30 'C during three weeks. The 
storage temperature 30 oc lowered this effect. In the end stage of ftower differen-
tiation， this e任ectwas not observed. (3) Rate of fertilizer application to seed 
bulb growing. The seed bulbs by the heavy manuring cu1ture had the higher 
ftower branching rate than the seed bulbs by the low manuring cu1ture. (4) Ap-
plication of cytokinin to the bulbs just before or just after started ftower formation. 
The ftower branching was markedly promoted when the bulbs removed tunics 
were immersed in a 50 ppm benzyladenine solution during 24 hours. 
It seemed likely that both the annual variation of the ftower branching rates 
and the lower ftower branching rates of the seed bulbs by the sand dune farming 
than by the common upland farming were induced by the factors (2) and (3). 
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